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に関する報告は A 型、B 型インフルエンザウイルスの報告に比べ極端に少ないのが現状である。
フィリピンでもウイルス分離こそできなかったものの、1984 年に行われた抗体保有調査から C
型インフルエンザウイルスの存在が明らかになった。 
 本研究では、2011 年から 2013 年にかけてフィリピンで重症肺炎と診断された小児ならびにイ
ンフルエンザ様疾患を呈した小児から C 型インフルエンザウイルスの分離に成功し、フィリピン
における初の分離報告例となった。一方で日本(仙台)でも 2008 年から 2013 年にかけて急性呼吸
器症状を呈した小児から C 型インフルエンザウイルスが分離された。そこで本研究ではフィリピ
ンと日本での C 型インフルエンザウイルスの流行像を明らかにするとともに、分子生物学的解析
によりこの異なる 2 つの地域で流行したウイルスの比較を行うことを目的とした。 
 フィリピンでは 2011 年から 2013 年にかけて採取された 5,343 検体の鼻咽頭ぬぐい液から 15
株(うち抗原解析に用いたのは 12 株)の C 型インフルエンザウイルスが分離され(分離率 0.28%；
5/5,343)、日本では 2008 年から 2012 年にかけて採取された 1,845 検体の咽頭ぬぐい液から 7 株
のウイルスが分離された(分離率 0.38%；7/1,845)。抗 HE モノクローナル抗体を用いた抗原解析
では、これら 19 株全てが SP82(C/Sao Paulo/378/82 レファレンス株を代表とする)グループに属
（書式１２） 







特にフィリピンの株の遺伝子構成は HE 遺伝子以外の 6 つの遺伝子構成が 1996 年と 2000 年に
日本で分離された C/Miyagi/9/96, C/Miyagi/2/2000, C/Saitama/3/2000, C/Hiroshima/246/2000
株と同じであったことから、この遺伝子構成がウイルスの環境適応に有利に働くのではないかと
考えられた。 
 C 型インフルエンザウイルスに関する報告は未だ十分とはいえず、とりわけ熱帯地域における
このウイルスの情報は著しく乏しいのが現状である。よって本研究の結果は熱帯地域における C
型インフルエンザウイルスの疫学像を理解する上で非常に有益であると同時に、今後も継続した
モニタリングが必要であると考えられる。 
 

